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国民年金からのお知らせ ■問 高崎年金事務所（☎322－4299）

■ 「扶養親族等申告書」の提出はお済みですか
　扶養親族等申告書は、来年受け
取る老齢年金からの源泉徴収所得
税を算定する際に、受給者が扶養
している親族の状況を申告するた
めの書類です。日本年金機構から
届く「扶養親族等申告書」に、翌
年の状況など必要事項を記入し期
限までに必ず提出してください。
　「扶養親族等申告書」が送付さ
れる老齢年金受給者は次のとおり
です。
・65歳以上で年間205万円以上の

年金を受給している人
・65歳未満で年間155万円以上の
年金を受給している人
　この申告書を提出しないと、扶
養控除など税制上の控除が受けら
れず、税金が多く徴収されること
があります。適切な算定のため内
容をよく確認し、忘れずに提出し
てください。
　なお、障害年金や遺族年金には
税金がかからないので、これらの
みを受給している人に扶養親族等

申告書は送付されません。
　また、扶養親族等申告書に記入
した内容は年の途中で修正できま
せんが、翌年度の確定申告で精算
できるので、翌年度の公的年金等
源泉徴収票で扶養親族などの漏れ
がないか確認してください。マイ
ナポータルからの電子申請も可能
です。

■ 年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的
年金などの収入や所得額が一定基
準以下の年金受給者の生活を支援
するために、年金に上乗せして支
給されるものです。すでに給付金
を受給している人は手続不要です
が、今年度新たに対象になる人
は、請求書の提出が必要です。対
象者への案内や事務手続は日本年
金機構（年金事務所）が行います。
対象となる人
〇老齢基礎年金を受給していて、
次の要件をすべて満たしている人
・65歳以上

・世帯員全員が市町村民税非課税
・前年の年金収入額とその他の所
得額の合計が909,000円以下
〇障害基礎年金・遺族基礎年金を
受給していて、次の要件を満たし
ている人
・前年の所得額が（4,794,000円
＋扶養親族の数×38万円※）以下
※同一生計配偶者のうち70歳以
上の人または老人扶養親族の場合
は48万円、特定扶養親族または
16歳以上19歳未満の扶養親族の
場合は63万円

請求手続
　日本年金機構から、通知が送付
されます。手続きが必要な人に
は、請求書（ハガキ形式）が同封さ
れていますので提出してくださ
い。また、今年度中に世帯構成な
どが変更になり要件を満たすよう
になった人には、請求書が届きま
せんので、認定請求の手続きが必
要です。□本 国保年金課、□松 住民福
祉課または年金事務所で手続きを
してください。

■ 年金受給者が死亡したときは届け出が必要です
　年金を受給していた人が死亡し
た場合、手続きが必要です。手続
内容、必要なものはねんきんダイ

ヤル（☎0570－05－1165）にお
問い合わせください。
　なお、手続きが遅れると年金が

過払いになり、遺族の人が返納す
ることがありますので注意してく
ださい。

■ 海外在住の人、身体などに障害のある人は「ねんきんネット」で年金相談ができます
　日本年金機構は、ねんきんネッ
トによるオンライン文書相談の
サービスを行っています。本サー
ビスは、マイナポータル経由でね
んきんネットにログインし、入力
フォームに相談内容を登録するこ

とで、後日、日本年金機構からの
回答が届くものです。現在、海外
に在住の人、聴覚や発話などの障
害や身体などに障害があり電話や
年金事務所窓口での相談が難しい
人を限定対象に実施しています。

詳細は、日本年金機構■HP 「「ねんき
んネット」によるオンライン文書
相談のご案内（試行実施中）」をご
覧ください。

■ 日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください
　日本年金機構や厚生労働省が口
座番号を聞いたり手数料などの金

銭を求めたりすることはありませ
ん。制度などを詳しく知りたい場

合は年金事務所までお問い合わせ
ください。

　次の皆さんが、100歳を迎えられました。これからも元気でお過ごしください。
100歳　おめでとうございます

嶋田　好男 さん
（松井田町高梨子）

髙橋　とみ さん
（松井田町人見）

中曽根　とき江 さん
（東上秋間）

佐藤　澄子 さん
（原市）

お名前のみ掲載
金田　やす さん
（磯部）

映画「ぼくが生きてる、ふたつの世界」上映会

　「手話が言語である」ことへの
認知が広まり、障害の有無に関係
なく、子どもから高齢者まで誰も
が安心して共に暮らせる社会を願
い、福祉映画を上映します。
　本作品は、耳が聞こえない両親
のもとで育ち、“聞こえる世界”
と“聞こえない世界”を行き来し
ながら自分の居場所を見出してい
く“コーダ”を主人公に、せつな
くも心に響く家族の物語を描きま
す。
■日 11月16日（日）
①午前10時30分～午後0時15分
②午後2時～3時45分

■場 安中市文化センター
出演　吉沢亮、忍足亜希子、今井
彰人、ユースケ・サンタマリアほ
か
チケット
前売り（上映協力）券 　　1,200円
当日券　一般・シニア・大学生

1,500円
　　　　小中高生　　　 　800円
※いずれも松井田文化会館でのみ
販売
※小中高生は当日券のみ
主催　「ぼくが生きてる、ふたつ
の世界」安中上映実行委員会
■問 松井田文化会館（☎393－4400）

市内認知症合同カフェを開催します　　
－「認知症マフ」制作ボランティア募集－

　昨年に続き、市内の「ささえあ
いカフェsmile a smile（認知症カ
フェ）」の岩井代表が普及活動に
取組む「認知症マフ」を合同カ
フェで作ります。
　「認知症マフ」は、認知症特有
の症状から手元に不安を感じた時
に触ったり手を通したりして落ち
着けるよう、さまざまな飾りを縫
い付けた円柱型のニット小物で、
作ったマフは病院や老人福祉施設
などに配布し、利用してもらって
います。

　今回も制作したマフを寄付する
予定です。編み物好きな人・得意
な人など、認知症の人が安心でき
るアイテムを一緒に作りませんか。

■日 10月29日（水）
■時 午後2時～3時30分
■場 あんなかスマイルパーク・多目
的室
■￥ 無料
■対 市内在住・在勤の認知症当事
者、認知症や認知症マフに関心が
ある人

■定 25人（要事前申込）
■持 6～8号かぎ針・スリッパ
■他 使わない毛糸の寄付もお願いし
ています（使いかけでも構いませ
ん）。
■申 ・■問 □本 高齢者支援課地域包括支
援センター（☎内線1193）


